






























本稿では， 9 j=J 21日終日開催された柔道教
室の様子を報告する。
2. 実施期日


























9: 40 ~ 準備運動
永瀬の指揮により，準備運動を行った。
9 : 50~ 講習
永瀬より， 1足IIJ1内)J引の説明がなされた。
11:00 ~ 講義
増地より. 1体力トレーニングとしての打込」
について講義を行った。
11:20 ~ 基本練習
全体で、講義の内容に基づいて打込を行った 0
12:00 ~ 昼休み
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増地による講話
13:00 ~ 準備運動
13:15 ~ 打込
全体で、打込を行った。
13:30 ~ 乱取
全体で乱取を 3分x10本を行った。
14:15 ~ 質疑応答
参加者から永瀬への質問コーナーを設けた。
14:45 ~開講式
増地より受講生に修了証が手渡された。最後
に増地，永瀬より受講生に終わりの挨拶が行わ
れた。
8. 受講者の声
「一流の技を直接JLで感じることができて良
かったJ(佐賀工業高等学校・男子)， I世界で
勝つためには一本を取れる技を身につけること
が重要だとわかったJ(佐賀商業高等学校・男子)
など，競技力向上のために必要なことについて
はもちろん，柔道に向かう心構えなど，人間力
の鍛錬にとって基礎となる知識や技術を学ぶこ
とができたという意見が関かれた。
高校生と乱取をする永瀬
9. 総括
本講座の特徴である，筑波大学の体育系の教
員が全国各地を訪れスポーツ教室を行うこと
で，受講生は日頃， 白にすることができない一
流選手と触れ合うことや，最新のスポーツ科学
を知ることができ，非常に良い経験ができたの
ではないかと思う。今回，本学からは 2名のみ
の参加であったため，受講生全員に指導が行き
渡らなかった。次回からは少なくとも 3名の実
技指導員を派遣することでより充実した柔道教
室を行うことができると思う。
最後に今回の柔道教室開催にご尽力いただい
た佐賀県高等学校柔道専門部並びに若渓会佐賀
県支部をはじめとする関係各位に心より感謝を
申し上げ，本稿の結びとしたい。
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